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市議会だより 2021.02

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

市
立
認
定
こ
ど
も
園
の
開
園

新
庁
舎
整
備
関
連

指
定
管
理
者
の
指
定

令和２年第４回定例会は、11月27日から12月22日までの
26日間の会期で開催し、市長から提出された議案等25件を
慎重に審議しました（提出議案の一覧は８ページに掲載）。
また、12月10日・11日に議案及び一般に対する個人質疑質
問が行われました（主な質疑質問は３から７ページに抜粋して掲載）。議会の概要

12 月

●発熱外来用ユニット
賃借料

●ひとり親世帯臨時特別
　給付金

●健康管理システム
改修業務委託料

● PCR検査業務
　委託料

●医療器械備品購入費
1億1,197万8千円

2,134万円

新型コロナウイルス感染
症対策として医療機器等
を購入。（市立柏原病院）

発熱外来用のプレハブ
ユニットの借り上げ。

（市立柏原病院）

新型コロナウイルス感染症の
影響により、生活実態が厳
しい状況にあるひとり親世帯
に、給付金を再支給。

新型コロナウイルス
ワクチン接種体制確
保に向けたシステム
改修を実施。

65 歳以上の介護保険
施設新規入所者等の
希望者に対し、ＰＣＲ
検査を実施。

※堅上幼稚園及び柏原西保育所は引き続き存続。

（市立柏原病院）

4,436万1千円

134万2千円

605万8千円

●既存の市立幼稚園・保育所を統合し、
　市立認定こども園を開園します。

かしわらこども園かたしもこども園こくぶこども園たまてこども園

柏 原 西 幼 稚 園

柏 原 保 育 所

堅 下 幼 稚 園

堅 下 保 育 所 ★

国 分 幼 稚 園

国 分 保 育 所 ★

玉 手 幼 稚 園

円 明 保 育 所 ★

●竜田古道の里山公園

●堅下北スポーツ広場

新庁舎建設に伴い、国道
25 号からの信号を介した
車両入出場が
できなくなる
た め、 円 滑 に
交通整理を行
えるよう警備
員を配置。

新庁舎内に設置する
窓口カウンター、待
合ソファ、事務机、
椅子等一式の購入。

●庁舎前駐車場出入口
　警備業務委託料

●什器等の購入

     283万3千円
1億325万7千円

↳ R4.3.31 まで存続

〈新園舎〉〈★既存施設を活用〉

※今定例会においても、新型コロナウイルス感染症対策をとった上で、運営しました。

サンアメニティ大阪株式
会社

令和3年4月1日から

ナック特定非営利
活 動 法 人

▶令和3年4月から
　　　　　令和8年3月まで

▶令和3年4月から
　　　　　令和5年3月まで



議案・一般に対する質疑質問から

市議会だより 2021.02

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

校
教
育
活
動
に
つ
い
て
問
う
。

答　

教
室
で
の
マ
ス
ク
の
着

用
や
直
接
話
し
合
う
こ
と
以

外
で
の
意
見
交
流
の
工
夫
な

ど
、
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
た
め

の
対
策
に
努
め
て
い
る
。

問　

身
体
的
距
離
の
確
保
、

一
人
一
台
端
末
活
用
に
よ
る

き
め
細
か
な
指
導
や
教
員
の

負
担
軽
減
に
よ
る
学
習
指
導

の
充
実
に
対
応
す
る
た
め
に
、

少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
考

え
は
な
い
の
か
を
問
う
。

答　

市
独
自
で
の
教
員
配
置

に
よ
る
少
人
数
学
級
の
実
現

は
難
し
い
と
考
え
る
。
今
後

の
国
の
動
き
を
注
視
す
る
。

要
望　

義
務
教
育
で
豊
か
な

学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、

問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
と
し
て
、
発
熱
外
来
用
ユ

ニ
ッ
ト
の
リ
ー
ス
や
、
医
療

機
器
を
更
新
・
増
設
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
市
立
柏
原
病

院
に
お
け
る
現
状
の
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
を
問
う
。

答　

院
内
感
染
の
リ
ス
ク
を

下
げ
る
た
め
、
発
熱
者
の
診

療
は
事
前
予
約
制
で
、
敷
地

内
に
既
設
の
プ
レ
ハ
ブ
ユ

ニ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
府
の
要
請
に
よ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
14
人

分
の
病
床
を
確
保
し
て
い
る
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
受
診
控

え
で
外
来
患
者
の
減
少
が
顕

著
だ
が
、
今
年
度
の
病
院
事

業
の
収
支
見
込
み
を
問
う
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
患
者
受
入

問　

青
谷
運
動
場
は
、
平
成

29
年
の
台
風
21
号
で
被
災
し

た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
が
、

使
用
可
能
な
状
況
に
整
備
で

き
な
い
の
か
を
問
う
。

答　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
地
や

倒
壊
し
た
フ
ェ
ン
ス
の
撤
去

な
ど
、
使
用
可
能
な
状
況
へ

の
仮
復
旧
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

青
谷
運
動
場
周
辺
の
治

水
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　

国
に
お
い
て
、
大
和
川

流
域
全
体
で
水
害
を
軽
減
さ

せ
る
大
和
川
水
系
流
域
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
中
で
、

青
谷
運
動
場
周
辺
に
お
い
て

は
、
河
道
掘
削
や
堤
防
整
備

等
の
取
組
を
計
画
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
と
十
分
に

教
員
の
負
担
を
軽
減
し
、
質

の
高
い
学
習
指
導
を
行
え
る

環
境
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
少
人
数
学
級
の
実
現

を
国
へ
強
く
要
望
す
る
と
と

も
に
、
市
に
お
い
て
も
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
や
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
お
い
て
、

必
要
な
人
員
を
配
置
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

れ
病
床
の
確
保
に
伴
う
府
か

ら
の
空
床
補
償
の
交
付
で
、

一
般
会
計
か
ら
の
補
填
に
よ

ら
ず
、
資
金
不
足
比
率
は
改

善
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

要
望　

地
域
医
療
を
担
う
公

立
病
院
と
し
て
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
対
策
や
、

病
院
全
体
の
収
支
改
善
に
努

め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

協
議
を
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
柏
原
東
高
校
跡
地
や
恩

智
川
多
目
的
遊
水
地
を
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
府
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

要
望　

国
土
強
靭
化
の
取
組

も
踏
ま
え
て
、
国
や
府
と
の

交
渉
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

〈身体的距離が保てない４０人学級〉

〈現在の青谷グラウンド〉

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

対
応
し
た
学
び
の

保
障
を

柏
原
病
院
の

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

つ
い
て

青
谷
運
動
場
の

復
旧
と
周
辺
の

治
水
対
策

奥山　渉

山本　修広

寺田　悦久
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議案・一般に対する質疑質問から
問　

市
役
所
窓
口
業
務
に
お

け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答　

新
庁
舎
完
成
時
に
は
、

来
庁
前
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

待
ち
人
数
を
確
認
で
き
る
番

号
案
内
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
、

証
明
書
を
発
行
で
き
る
キ
オ

ス
ク
端
末
を
設
置
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
お
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
と
し

て
も
混
雑
回
避
が
期
待
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
ご
家
族
等
が
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
際
に
、
一

括
で
手
続
き
が
で
き
る
「
お

悔
み
窓
口
」
を
早
期
に
設
置

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。

要
望　

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
取
組
に
大
変
感
謝
す
る
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

高
齢
者
の
教
室
や
見
守
り
事

業
等
に
つ
い
て
は
、
感
染
予

防
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
実

施
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

自
粛
生
活
や
、
感
染
を
恐
れ

る
あ
ま
り
生
活
が
低
活
動
・

不
活
発
に
な
り
、
歩
行
速
度
、

認
知
機
能
、
免
疫
力
の
低
下

等
、
マ
イ
ナ
ス
の
連
鎖
が
起

こ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
高

齢
者
の
心
の
ケ
ア
が
必
要
と

考
え
る
が
、
そ
の
対
策
を
問
う
。

答　

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

手
段
と
し
て
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
通
え
る
居
場
所
の
確

保
が
有
効
と
考
え
る
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
自
宅
で
受

講
で
き
る
健
康
講
座
を
１
月

か
ら
開
始
す
る
の
で
、
コ
ロ

問　

人
口
増
加
施
策
の
取
組

と
し
て
、
結
婚
新
生
活
支
援

事
業
の
導
入
に
つ
い
て
問
う
。

答　

本
事
業
は
、
国
庫
補
助

を
受
け
て
34
歳
以
下
の
低
所

得
世
帯
対
象
に
家
賃
等
の
費

用
を
補
助
す
る
事
業
で
、
移

住
定
住
策
と
し
て
も
活
用
で

き
る
た
め
、
取
組
事
例
の
情

報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

新
婚
だ
け
で
な
く
、
進

学
や
就
職
に
よ
り
、
大
阪
で

新
生
活
を
始
め
る
若
い
方
々

に
、
本
市
を
選
ん
で
も
ら
う

Ｐ
Ｒ
戦
略
に
つ
い
て
問
う
。

答　

近
隣
の
不
動
産
業
者
を

介
し
た
移
住
促
進
冊
子
の
配

付
や
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で

の
Ｐ
Ｒ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
本
市
へ
の
移
住
定
住
促

今
後
は
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
更
な
る
効
率
化
を
図
り
、

市
民
が
何
度
も
来
庁
す
る
こ

と
な
く
、
か
つ
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
手
続
が
済
む
よ
う
な
取

組
を
進
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

受
付
に
経
験
豊
富
な
Ｏ
Ｂ
職

員
を
配
置
す
る
な
ど
、
親
切

で
明
る
く
わ
か
り
や
す
い
窓

口
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ナ
禍
を
機
に
始
め
る
新
た
な

取
組
と
し
て
、
体
と
心
の
健

康
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

要
望　

感
染
予
防
を
強
調
す

る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の

暮
ら
し
の
現
状
把
握
を
行
い
、

人
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

に
よ
る
社
会
性
低
下
を
防
ぐ

取
組
の
実
施
を
要
望
す
る
。

進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　

新
生
活
支
援
に
対
す
る

市
長
の
考
え
を
問
う
。

答　

人
口
減
少
を
食
い
止
め

る
た
め
に
も
、
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

要
望　

財
政
安
定
の
た
め
に

も
、
新
生
活
支
援
に
か
じ
を

切
り
、
人
口
増
加
施
策
を
推

進
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

〈内閣府の結婚新生活支援事業パンフレット〉

親
切
で
明
る
く

分
か
り
や
す
い

窓
口
を

コ
ロ
ナ
禍
で
の

高
齢
者
の
心
の
ケ
ア

に
つ
い
て

新
生
活
の
第
一
歩
は

柏
原
で

新屋　広子

乾　　一

山口　由華
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議案・一般に対する質疑質問から
問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
不

登
校
の
状
況
を
問
う
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
生
活
の
変
化

は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
不
安

や
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
い
る

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
市
に
お

い
て
、
こ
の
感
染
症
を
理
由

と
し
た
新
た
な
不
登
校
は
生

じ
て
い
な
い
。

問　

不
登
校
の
児
童
生
徒
に

対
す
る
教
育
機
会
の
確
保
等

を
定
め
た
「
義
務
教
育
の
段

階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相

当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保

等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行

等
を
受
け
て
、
各
学
校
で
の

対
応
状
況
を
問
う
。

答　

登
校
す
る
こ
と
を
最
終

的
な
目
標
と
す
る
の
で
は
な

問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

拡
大
し
て
い
る
が
、
感
染
者

情
報
の
公
表
内
容
に
つ
い
て

問
う
。

答

11
月
15
日
ま
で
は
、
府

独
自
シ
ス
テ
ム
の
患
者
情
報

を
活
用
し
て
、
発
症
日
、
年

代
、
性
別
、
症
状
、
退
院
の

状
況
等
を
確
認
で
き
て
い
た

が
、
11
月
16
日
か
ら
は
、
府

に
お
い
て
、
業
務
の
集
中
化

等
に
よ
り
国
の
シ
ス
テ
ム
を

利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
発
生
件
数
の
み
の
公

表
と
な
っ
て
い
る
。

要
望　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

偏
見
防
止
、
い
じ
め
や
差
別

を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

発
生
件
数
だ
け
で
は
な
く
、

感
染
者
の
症
状
や
回
復
状
況

問　

野
良
猫
に
対
す
る
相
談

の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答　

啓
発
ポ
ス
タ
ー
貸
与
や
、

府
の
専
門
機
関
へ
の
案
内
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
隣

市
の
動
物
愛
護
団
体
の
協
力

の
も
と
、
今
年
度
か
ら
市
役

所
敷
地
内
で
保
護
猫
譲
渡
会

を
開
催
し
好
評
を
得
て
い
る
。

問　

野
良
猫
の
避
妊
・
去
勢

手
術
の
考
え
を
問
う
。

答　

近
隣
事
例
を
調
査
し
、

よ
り
効
果
の
あ
る
対
策
を
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

要
望　

猫
の
繁
殖
力
は
強
く
、

一
組
の
雄
雌
か
ら
１
年
で
60

匹
程
に
増
え
る
。
獣
医
師
に

よ
る
と
、
糞
尿
等
の
対
策
よ

り
も
、
ま
ず
は
「
産
ま
せ
な

い
こ
と
」
が
重
要
と
の
こ
と

く
、
不
登
校
傾
向
に
あ
る
児

童
生
徒
や
そ
の
保
護
者
に
対

し
て
個
別
の
状
況
に
応
じ
て

支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

要
望　

不
登
校
の
要
因
は
、

様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ

る
。
不
登
校
児
童
生
徒
の
社

会
的
自
立
に
向
け
て
、
引
き

続
き
寄
り
添
っ
た
対
応
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

等
あ
ら
ゆ
る
情
報
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
で
、
人
と
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
減
少

に
よ
り
、
地
域
活
力
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
。
今
後
は
、
命

を
守
り
人
権
を
尊
重
す
る
た

め
に
し
っ
か
り
と
し
た
展
望

と
、
克
服
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

捕
獲
し
、
避
妊
・
去
勢
手
術

を
し
、
元
の
場
所
に
戻
す
「
Ｔ

Ｎ
Ｒ
」
活
動
に
早
急
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
今
後
は

地
域
へ
の
理
解
を
求
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得

て
、
野
良
猫
が
地
域
猫
と
し

て
共
存
で
き
る
取
組
を
進
め

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

不
登
校
の
子
ど
も
に

寄
り
添
っ
た
対
応
を

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

偏
見
と
差
別
を

許
す
な

野
良
猫
に

避
妊・去
勢
手
術
を

田中　秀昭

鶴田　将良

梅原　壽恵
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議案・一般に対する質疑質問から
問　

日
本
遺
産
を
生
か
し
た

地
域
活
性
化
の
取
組
を
問
う
。

答　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
、
の
ぼ
り
の
作
成
、
ご

当
地
商
品
の
開
発
な
ど
地
域

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
観
光

客
を
も
て
な
す
体
制
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
案
内
板

の
設
置
や
沿
道
整
備
を
行
う

な
ど
、
日
本
遺
産
認
定
ス

ト
ー
リ
ー
の
理
解
を
深
め
る

取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
地
元
企
業
や
羽
曳
野

市
な
ど
と
連
携
し
、
世
界
遺

産
や
日
本
遺
産
を
初
め
と
し

た
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新

た
な
誘
客
を
図
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
創
出
し
て
い
き
た
い
。

要
望　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
安
心
し
て
観
光
を
楽
し
む

問　

小
学
校
就
学
前
教
育
・

保
育
の
考
え
方
を
問
う
。

答　

子
ど
も
た
ち
が
質
の
高

い
教
育
・
保
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
「
柏
原

市
就
学
前
教
育
・
保
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
を
公
立
・
私
立

の
就
学
前
施
設
が
共
有
し
た

上
で
取
組
を
進
め
て
い
る
。

問　

新
年
度
か
ら
４
園
の
認

定
こ
ど
も
園
が
開
園
す
る
が
、

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答　

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
小
学

校
へ
の
接
続
を
意
識
し
た
教

育
・
保
育
を
受
け
、
幼
稚
園

の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
な
か
っ
た

給
食
の
提
供
が
始
ま
る
。
ま

た
、
異
年
齢
間
で
の
交
流
が

問　

加
齢
に
よ
り
耳
が
聞
こ

え
に
く
く
な
り
、
日
常
生
活

に
支
障
が
出
て
い
る
高
齢
者

の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
補

助
制
度
を
創
設
す
る
考
え
に

つ
い
て
問
う
。

答　

現
行
の
介
護
予
防
事
業

を
よ
り
丁
寧
に
実
施
す
る
と

と
も
に
、
補
聴
器
購
入
に
対

す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
の
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

要
望　

加
齢
性
難
聴
に
よ
り

家
族
や
友
人
と
の
会
話
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
が
減
少
す
る
こ
と
で
、

脳
に
入
っ
て
く
る
情
報
が
少

な
く
な
り
、
鬱
や
認
知
症
に

つ
な
が
る
と
も
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
厚
労
省
の
介

こ
と
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
、
モ
デ
ル
事
業
の
「
ワ
イ

ン
・
梅
酒
街
道
」
を
巡
る
Ｅ

バ
イ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ

ア
ー
の
企
画
な
ど
着
々
と
取

組
を
進
め
ら
れ
て
お
り
、
大

い
に
期
待
が
膨
ら
む
。
今
後

も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

進
む
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

要
望　

人
格
形
成
の
基
礎
を

培
う
大
切
な
時
期
に
お
け

る
教
育
・
保
育
で
あ
る
の
で
、

関
係
機
関
が
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
を
望
む
。
ま
た
、

食
育
の
観
点
か
ら
、
全
て
の

認
定
こ
ど
も
園
で
の
自
園
調

理
に
よ
る
給
食
の
実
現
に
向

け
た
検
討
を
要
望
す
る
。

護
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
聴
力

の
低
下
が
閉
じ
こ
も
り
の
要

因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
全
国
的
に
補
聴

器
購
入
補
助
の
取
組
が
広

が
っ
て
い
る
。
高
齢
者
に
お

け
る
生
き
が
い
づ
く
り
を
支

援
す
る
た
め
に
も
、
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
の

創
設
を
強
く
要
望
す
る
。

〈かしわらこども園の保育室〉

日
本
遺
産
で

新
た
な
柏
原
市
の

構
築
を

就
学
前
教
育・

保
育
の
充
実
に

つ
い
て

高
齢
者
の

補
聴
器
購
入
に

補
助
制
度
を

大木　留美

山下亜緯子

橋本　満夫
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議案・一般に対する質疑質問から
問　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

る
が
、
高
齢
者
が
外
出
を
控

え
る
こ
と
に
よ
る
健
康
問
題

が
心
配
で
あ
る
。
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
に
な
る
要
因
の

一
つ
に
、
耳
が
遠
く
な
っ
て

人
と
接
す
る
の
を
控
え
る
こ

と
が
あ
り
、
75
歳
以
上
の
半

数
の
方
が
難
聴
に
悩
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

難
聴
は
、
高
血
圧
、
肥
満
、

糖
尿
病
等
と
と
も
に
認
知
症

の
危
険
因
子
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
聴
器

購
入
に
対
し
て
補
助
す
る
考

え
が
な
い
の
か
問
う
。

答　

必
要
性
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

要
望　

今
後
、
ま
す
ま
す
高

齢
化
が
加
速
し
て
い
く
中
、

補
聴
器
購
入
の
た
め
の
補
助

制
度
の
創
設
は
、
高
齢
者
に

健
康
で
長
生
き
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
有
効
な
手
段
の
一

つ
だ
と
考
え
る
。
大
阪
府
内

で
は
実
施
し
て
い
る
市
町
村

は
な
い
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

先
駆
け
て
手
法
や
補
助
金
額

等
の
検
討
を
進
め
ら
れ
る
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。

認
知
症
予
防
と
な
る

補
聴
器
の
購
入
助
成
に

つ
い
て

大坪　教孝

子どもたちの学びや心身のケアなど安心安全な教育環境を保障するために
適正な学級編成の実現を求める意見書

　次代を担う子どもたちの多様な資質・能力

を伸ばしていくためには、義務教育において、

「確かな学力」、「健やかな体」、「豊かな心」を

着実に育成していくとともに、社会への適応

力を身につけるための教育環境を整えていく

必要がある。

　特に、ＩＣＴの活用が一般的となっている

現代社会において、子どもたちがＩＣＴ機器

を適切かつ安全に使いこなすことができる情

報活用能力を備え、将来に情報社会で活躍で

きるよう育成することや、子どもたちの自

主性と豊かな創造性を培うことは重要であり、

その施策としてＧＩＧＡスクール構想の推進

に取り組んでいるところである。

　また、新型コロナウイルス感染症が未だ収

束していない状況においては、学校現場とし

て、この感染症から子どもたちや教職員の命

と健康を守る取組や、生活様式が一変したこ

とで不安を抱える子どもたちの心身をケアす

る取組を行うことが喫緊の課題といえる。

　このような時代に対応した学び方やコロナ

禍における新しい生活様式への順応などによ

る子どもたちの負担の大きさを危惧すること

から、身体的距離の確保の観点も踏まえて、

適正な学級編成によるきめ細やかな指導体制

を早急に整える必要がある。

　よって、国においては、子どもたちが安全

で安心して、仲間とともに学び、一人一人の

資質・能力を最大限に伸ばし、豊かな学校生

活を送れるよう、適正な学級編成による義務

教育の環境を実現するために必要となる方策

と財政措置を講じられることを強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意

見書を提出する。

　令和２年１２月２２日

大 阪 府 柏 原 市 議 会

令和２年第４回定例会にて、下記の意見書が全会一致で
可決され、国会及び関係行政庁に送付しました。意見書の提出

内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、

文部科学大臣、衆議院議長、参議院議長

送
付
先
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議
案
番
号

議　　　案　　　名
議
決
結
果

自由民主党
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個
人

個
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大
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教
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寺
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悦
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一

大
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留
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新
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広
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中
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保
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弘
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梅
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壽
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広
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報告第19号 専決処分報告について（損害賠償の額の決定及び和解について）報告 － － － － － － － － － － － － － － －

議案第74号 財産の取得について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第75号 市道の路線廃止について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第76号 公の施設（柏原市農業総合地域センター）の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第77号 公の施設（柏原市立堅下北コミュニティ会館）の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第78号 公の施設（柏原市立柏原西コミュニティ会館）の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第79号 公の施設（柏原市立玉手地域コミュニティ会館）の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第80号 公の施設（柏原市立国分東コミュニティ会館）の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第81号 公の施設（柏原市立堅上コミュニティ会館）の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第82号 公の施設（柏原市立柏原南コミュニティ会館）の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第83号 公の施設（柏原市立学習等供用施設）の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第84号 公の施設（竜田古道の里山公園）の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第85号 公の施設（柏原市立堅下北スポーツ広場）の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第86号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第87号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第88号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第89号
一般職の職員の給与に関する条例及び柏原市会計年度任用職員
の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第90号 柏原市立教育・保育施設条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第91号 令和２年度柏原市一般会計補正予算（第９号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第92号 令和２年度柏原市一般会計補正予算（第１０号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第93号 令和２年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第94号 令和２年度柏原市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第95号 令和２年度柏原市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第96号 令和２年度柏原市市立柏原病院事業会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第97号 令和２年度柏原市一般会計補正予算（第１１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

１２月議会の議決結果

議
長

・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。　・採決の際に欠席している場合は「欠」と表記しています。
・賛成の場合は「○」、反対の場合は「×」、議決不要案件は「－」と表記しています。
・会派に属さない議員は「個人」と表記しています。

月　　日 会　議　名 内　　容

2月17日（水） 本 会 議 議案説明

3月  2日（火） 本 会 議 会派代表質疑

3月  3日（水） 本 会 議 会派代表質疑

3月  5日（金） 総務産業委員会 付託議案審査

3月  8日（月） 厚生文教委員会 付託議案審査

3月10日（水） 本 会 議 委員長報告・採決

※会議は午前10時から始まります。
※会議の日程は、新型コロナウイルス感染症への対応等に

より変更する場合があります。

令和３年 第１回定例会（予定） 令和３年 第１回定例会（予定） 

令和2年10月30日に、関西福祉科学大学の
学生さんと市議会議員16人でオンライン
での意見交換会を行いました。
コロナ禍での開催のため、オンライ
ン会議形式となりましたが、学生さ
んのサポートのおかげで有意義な意
見交換ができました。
今後も引き続き、
議会活性化の取
組を進めてまい
ります。


